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リハビリテーションセンターからのお知らせ 

当院のリハビリテーションでは、丹波篠山市内のお住まいの方を対象として、訪問リハビリテー

ションを実施しています。訪問リハビリテーションは、リハビリテーション専門職がご自宅へ訪問

し、住み慣れた環境でできる限り自立した日常生活が送れるように、リハビリテーションを行いま

す。入院中のリハビリテーションと違い、実際の生活の場で身の回りの動作や家事動作などの練習

や指導を行うことが大きな特徴です。また、利用者さんの状況に併せて、適切な歩行器や車椅子と

いった福祉用具の選定や手すりの設置といった住宅改修の提案を行うことも多いです。 

当院のリハビリテーションは、入院時より積極的に実施していくことを特徴としていますが、訪

問リハビリテーションにより、退院後も切れ目のないフォローを行い、利用者さんとそのご家族が

安心して在宅生活を継続できるようなリハビリテーションの提供を心がけています。 

 

      ①入浴練習              ②調理練習 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

③福祉用具の提案（電動カート） 
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栄養室からのお知らせ 

兵庫医科大学ささやま医療センター等の経営移譲に係る基本合意書の締結について 

 兵庫医科大学ささやま医療センター、ささやま老人保健施設及びささやま居宅サービスセンター

（以下「ささやま医療センター」）の事業を、医療法人社団みどり会にしき記念病院（理事長 井手 

通雄、以下「にしき記念病院」）に経営移譲することについて、丹波篠山市、にしき記念病院、本学

の３者間で基本合意書を締結いたしましたのでお知らせいたします。 

 ささやま医療センターは、長年にわたり丹波篠山地域の医療・介護の中核としての役割を担って

参りましたが、丹波篠山市との「兵庫医科大学ささやま医療センターの運営等に関する基本協定

書」の協定期限が昨年７月となっていたことから、丹波篠山市ともご相談の上、本年３月まで協定

期限を一旦延長した上で、丹波篠山地域において引き続き安定的に医療・介護を提供し続けるため

の方策を検討して参りました。 

本件においては、丹波篠山市から、地元医療機関と経営移譲に関する話し合いを進めてほしいと

の要請を受け、関係者間で協議を継続した結果、今回にしき記念病院へ経営移譲することで基本合

意に至ったものです。 

基本合意に至るまでの間、患者の皆様、地域の皆様に、ご不便ご心配をお掛けいたしましたこと

を、心よりお詫び申し上げます。７月に予定している経営移譲に向けて、引き続き丹波篠山市、に

しき記念病院と協力のもと準備を進め、万全な引継ぎを行うとともに、経営移譲までの間、丹波篠

山地域の中核病院・介護施設として地元の医療・介護に着実に貢献して参りますので、何卒ご理解

をいただきますようお願い申し上げます。 
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